
墳丘主軸と竪穴式石室の主軸方角とサイズ

古墳築造の方角と石室（竪穴式）の方角の関係性 メモ）鉄本　2020.09.19

墳丘の主軸と埋葬施設（石室）の主軸とは必ずしも一致はしない。２つの主軸が平行する場合と直交する場合が一般的であるが斜交するものも見られる。
墳丘の築造方角は地形の方向に制約されるが、石室の方角（或いは、被埋葬者の埋葬頭位）には宗教的背景が考えられる。
太陽祭祀、または、神仙思想による被埋葬者の安置の方向が考えられる。
近畿では埋葬の頭位がほぼ北に向けられている（北枕）のに対して、四国（香川、徳島）では、東西方向（西枕、東枕）への埋葬が主流となっている。
因みに、仁徳天皇陵出土の石槨図を見ると、東西方向となっており、墳丘主軸に対して直交する形になっており、近畿圏の他の古墳と様相が異なっている。

墳丘の主軸と石室の主軸の関係については、次のような諸見解がある。
①小林行雄氏・近藤義郎氏の見解 墳丘主軸に対して直交する埋葬施設は古く、平行するものは新しい。
②都出比呂志氏の見解 畿内前期古墳のうち古相に属するものは北優位の原則が見られる。
③岩崎卓也氏の見解 埋葬頭位には地域性がある。例えば、茨城県域では北優位、千葉県域では東西優位である。
④玉城一枝氏の見解 讃岐の前期古墳では埋葬施設の主軸はほぼ正確に東西方向である。
⑤北條芳隆氏の見解 墳丘主軸、埋葬施設主軸、方位の３要素に相関関係があることを見出し、畿内と吉備の前期古墳の間に

２つの主軸を平行又は直交させ、頭位を北に向けるという埋葬儀礼に強い共通性がある。

前期古墳一覧 色分けについて：ブルー＝南北方向、オレンジ＝東西方向

３世紀

後期 前期 後期 前期 後期 ～1m ～.1.5m ４～５ｍ ～６ｍ ～７ｍ ～８ｍ ８ｍ～

1 奈良県 メスリ山（中央主体） 東⇒西 ● 北 ● ●
2 〃 黒塚 東⇒西 ● 北 ● ●
3 〃 中山大塚 北⇒南 ● ほぼ北 ● ●
4 〃 桜井茶臼山 北⇒南 ● 北 ● ●
5 〃 大和天神山 南⇒北 ● ほぼ北 ● ●
6 〃 小泉大塚 東⇒西 ● ほぼ北 ● ● 大和郡山市
7 〃 ホケノ山古墳 北西⇒ ● 北北東 木棺直葬
8 滋賀県 安土瓢箪山（西北） 南東⇒ 　　● 北北東 ● ● 図から推定　石室３基
9 〃 安土瓢箪山（中央） 南東⇒ 　　● 北北東 ● ● 同上

10 〃 雪野山 南⇒北 ● ほぼ北 ● ●
11 大阪府 玉手山９号墳 北⇒南 ● ほぼ北 ● ●
12 〃 紫金山 西⇒東 ● ほぼ北 ● ●
13 〃 弁天山C1墳 北西⇒ 　　● ほぼ北 ● ●
14 〃 池田茶臼山 北西⇒ 　　● 北北東 ● ●
15 〃 忍ケ岡 南西⇒ 　　● 南 ● ● 四条畷市
16 〃 北玉山 東⇒西 ● 東南東 ● ● 玉手山古墳群10号墳
17 〃 茶臼塚 方墳 ● ほぼ北 ● ● 柏原市
18 京都府 寺戸大塚 北⇒南 　　● 北　 ● ●

地域 古墳名 方角
（頭位）

備考幅(m) 長さ(m)
石室 (竪穴式）築造年

４世紀 ５世紀墳丘
方角
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19 〃 一本松 北⇒南 ほぼ北 ● ● 宇治一本松？
20 〃 長法寺南原 北⇒南 ● 北　 ● ● 前方後方墳
22 〃 鳥居前 南西⇒ ● 西北西 ● ● 帆立貝形
23 〃 椿井大塚山 北東⇒ ● ほぼ北 ● ●
24 〃 物集女車塚 南西⇒ 6C 南⇒北 2.4～2.8 ● 横穴式
25 〃 五塚原 北⇒南 ● 北 ● ● 埴輪棺　
26 〃 元稲荷 北⇒南 ● 北 ● ● 頭位北　都月型
27 兵庫県 山王山 方墳 ６C 西 ● ● たつの市
28 〃 天坊山（１号主体） 円墳 ● 北西 ● ● 加古川市
29 〃 天坊山（２号主体） 円墳 ● 北西 ● ● 同上
30 〃 丸山１号墳（後円南） 北東 ● ●
31 〃 竜山５号墳 東⇒西 ● ほぼ南 ● ● 高砂市
32 〃 養久山１号墳（第１） 南東⇒ ● 西 ● ● たつの市
33 〃 権現山５１号墳 西⇒東 ● ほぼ北 ● ● 同上       前方後方墳
34 〃 吉島 東⇒西 ● ほぼ東 ● ● たつの市
35 〃 万籟山 北⇒南 　　● ほぼ北 ● ● 宝塚市
36 和歌山県 山崎山５号墳 東⇒西 ● 北東 ● ● 海南市
37 山口県 長光寺山（西） 北東⇒ ● 北東 ● ● 図から推定
38 〃 長光寺山（東） 〃 ● 北東 ● ● 山陽小野田市
39 鳥取県 馬山４号墳 北東⇒ ● 東 ● ●
40 〃 上ノ山 円墳 ● 北東 ● ● 淀江町
41 島根県 大成 方墳 ● 北北西 ● ● 方墳　安来市
42 〃 造山１号墳 方墳 ● 北北西 ● ● 同上
43 〃 造山３号墳 方墳 ● ほぼ北 ● ● 同上
44 〃 神原神社 方墳 　　● 北 ● ● 方墳　雲南市
45 岡山県 金蔵山（南） 南東⇒ ● ほぼ東 ● ●
46 〃 浦間茶臼山 南西⇒ ● ほぼ北 ● ●
47 〃 金蔵山（中央） 南東⇒ ● ほぼ東 ● ●
48 〃 日上天王山 南⇒北 ● ほぼ南 ● ● 図から推定　津山市

49 〃
七つｸﾞﾛ１号墳（後方第
１）

南⇒北 ● 北 ● ● 前方後方墳　施設2基

50 広島県 辰の口 北⇒南 ● ほぼ北 ● ● 神石郡
51 〃 大迫山第１号 北西⇒ 　　● 北西 ● ● 庄原市
52 〃 石鎚山 円墳 ● 北東 ● 福山市　長さ３ｍ以下
53 香川県 丸井１号墳 北西⇒ ● 西 ● ● ２つの石室　さぬき市
54 〃 鶴尾神社４号墳 南東⇒ ● 西 ● ● 図から推定
55 〃 高松茶臼山（１号） 南西⇒ ● 東 ● ●
56 〃 爺ケ松 南西⇒ ● 西 ● ● 坂出市
57 〃 高松茶臼山（２号） 南西⇒ ● 東 ● ●
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58 〃 竜王山 円墳 北 ● ●
59 徳島県 丹田 西⇒東 ● ほぼ西 ● ● 前方後方（円）墳
60 〃 宮谷 東⇒西 ● ほぼ東 ● ●
61 〃 愛宕山 南⇒北 ● ほぼ西 ● ● 図から推定
62 〃 前山 円墳 ● ほぼ東 ● ●
63 愛媛県 妙見山 西⇒東 ● ほぼ西 ● ● 今治市
64 〃 相ノ谷１号墳 北西⇒ ● ほぼ北 ● ● 同上　地山の削り出し
65 福岡県 一貴山銚子塚 南⇒北 ● 北西 ● 3.4m 糸島市
66 〃 神蔵 消滅 ● 北西 ● ● 朝倉市　　
67 〃 石塚山 南⇒北 　　● 北西 ● ● 苅田町
68 〃 忠隅１号墳 円墳 ● 南西 ● ● 飯塚市　円墳
69 佐賀県 経塚山 円墳 ● 北東 ● ● 唐津市　円墳
70 熊本県 弁天山 東⇒西 ● 東 ● ● 宇城市
71 〃 楠木山 形不明 ● 北東 ● ● 八代市　　墳形不明
72 大分県 免ケ平 北⇒南 ● ほぼ東 ● ● 宇佐市
73 鹿児島県 鳥越１号墳 円墳 　　● ほぼ西 ● ● 阿久根市
74 岐阜県 円満寺山 北⇒南 ● ほぼ北 ● ● 海津市
75 〃 花岡山 消滅 ● 北東 ● ● 大垣市　　
76 長野県 弘法山 南東⇒ ● 北東 ● ● 松本市  前方後方墳
77 〃 舞鶴山１号墳（南） 円墳 ● ほぼ西 ● ● 長野市　円墳
78 〃 安坂将軍塚１号墳（１号） 積石塚 ● ほぼ北 ● ● 図から推定　長野市
79 〃 同上（２号主体） 〃 ● 北 ● ● 同上
80 〃 大星山４号墳 〃 ● 西 ● ● 同上　　大室古墳群
81 〃 越将軍塚 円墳 ● 北東 ● ● 長野市　円墳
82 〃 森将軍塚（後円） 北東⇒ ● 南西 ● ● 千曲市
83 静岡県 新豊院山D２号墳 東⇒西 ● ほぼ東 ● ● 磐田市

注記： ↑　括弧は主体識別 ↑　前方後円墳の後円部の位置から前方部の方向を示す。　例）”北西⇒”は後円部が北西の位置で前方部は南東方向

↑　頭部の位置

参考文献 「前方後円墳と社会」　都出比呂志　　塙書房　　２００５
上記の記事を参考に一覧表を作成
論文「東日本における古墳時代の斜交埋葬施設」　滝沢　誠

一口メモ 「北枕」について
①古代中国の宗教思想に「生者南面、死者北面」があり、これが古墳時代初期に西日本に伝わった。
②釈迦入滅の際に、「頭北面西右脇臥」の姿勢であったことから大乗仏教の説に取り入れられた。
方位思想について
①南北軸　　古代中国では、青竜、白虎、朱雀、玄武という東西南北に四神を拝する、天子南面の南北軸中心の宇宙観　【北辰信仰】
②東西軸　　古代日本では、太陽の運行観測と海上他界観念とを基盤とした東西軸の宇宙観　【太陽祭祀】


